
近
世
い
ろ
は
歌
研
究
史
稿
（
中
）

矢

田

勉

三
　
資
料

（補
足
）

新
た

に

調
査
し
得
た
資
料
一
点
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
。

（
2
8
）
『
色
葉
圖
形
」
（
序
題
・
目
録
題
）
【
調
査
底
本
】
家
蔵
本

　
　
〔
書
誌
〕
藤
原
終
淑
編
。
元
禄
十
二
年
頃
成
、
江
戸
時
代
中
期
写
。

　

袋
綴
五
針
眼
訂
法
、
一
冊
。
但
し
、
表
紙
は
間
合
わ
せ
の
後
表
紙
。

　
　
『
国
書
総
目
録
』
に
依
れ
ば
、
彰
考
館
戦
災
焼
失
本
に
本
書
と
同
人

　

編
・
同
書
名
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
成
立
年
を
「
文
禄
十
二

　

年
」
と
す
る
。
恐
ら
く
そ
の
書
と
本
書
は
同
一
書
で
あ
ろ
う
が
、
本

　

書
に
「
文
禄
」
の
年
号
は
全
く
見
え
ず
、
「
元
禄
」
の
誤
り
で
あ
ろ

　
　
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
〔
識
語
〕
次
項
に
挙
げ
る
⑪
の
系
図
中
に
以
下
の
識
語
が
見
え
る
。

　
　

右
色
葉
圓
形
世
々
青
蓮
院
家
秘
／
蔵
而
不
出
函
底
也
然
傳
友
月
齋

　
　

／
之
家
密
書
而
藏
焉
然
後
亦
傳
長
／
壽
之
家
汲
期
在
我
家
子
時
原

　
　

本
／
頗
有
誤
字
脱
街
文
今
悉
訂
正
之
更
／
新
潟
而
備
家
珍
重
宜
爲

　
　

清
書
云
／
爾
貴
／
元
禄
十
二
年
己
卯
仲
春
既
望
／
藤
運
齋
終
淑
識

　
　
〔
内
容
〕
五
十
音
・
以
呂
波
に
関
す
る
諸
資
料
を
類
聚
し
た
も
の
で

　
　
あ
る
。
目
録
を
挙
げ
る
。

　
〇
五
十
音
圖
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
①

　
○
悉
曇
五
韻
相
通
世
尊
正
蹟
梵
文
模
罵
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
②

　
○
世
尊
正
蹟
梵
蒙
色
葉
空
海
輯
冨
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
③

　
○
色
葉
圓
形
鰍
継
駄
麺
鉦
獺
鞘
調
襯
丑
踵
願
潟
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
・
④

　
○
朝
鮮
色
葉
假
名
字
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
⑤

　
○
書
史
會
要
之
色
葉
字
第
八
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
…
…
⑥

　
○
片
假
名
色
葉
饅
変
作
者
未
詳
…
・
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
・
⑦

　
○
大
小
蒙
色
葉
字
髄
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
⑧

　
○
色
葉
假
名
字
遣
古
事
記
日
本
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑨

　
○
色
葉
假
名
字
遣
大
暑
萬
葉
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑩

　
○
色
葉
圓
形
許
可
系
圖
暑
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
・
・
⑪

　
○
色
葉
長
歌
弘
法
大
師
製
作
・
・
…
…
…
…
‥
－
…
・
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
⑫

①
は
、
小
異
は
有
る
も
の
の
、
『
和
字
正
濫
紗
』
所
載
の
五
十
音
図

と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
出
典
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

同
書
か
ら
の
引
用
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
目
録
に
は

な
い
が
、
こ
の
後
に
「
假
名
凡
例
」
の
項
が
あ
る
。
こ
れ
も
小
異
が

あ
り
出
典
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
倭
字
古
今
通
例
全
書
』
所

載
の
同
名
の
図
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
く
そ
れ
ら
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か

ら
の
引
用
だ
と
す
れ
ば
、
契
沖
と
橘
成
員
の
論
争
の
当
時
、
．
そ
の

両
説
を
掲
げ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
②
は
梵
字
に
よ
る
五

十
音
図
。
③
は
梵
字
に
よ
る
以
呂
波
歌
。
④
は
目
録
に
掲
げ
た
四
人

の
筆
跡
と
称
す
る
平
仮
名
書
き
い
ろ
は
歌
の
模
写
。
い
ず
れ
も
典
型

的
な
平
仮
名
書
き
い
ろ
は
歌
で
あ
る
。
空
海
筆
と
称
す
る
も
の
は
刷

り
物
の
空
海
筆
い
ろ
は
歌
と
同
体
の
も
の
。
尊
圓
（
「
圖
」
は
誤

り
）
・
尊
純
の
も
の
に
は
朱
で
点
画
の
書
き
方
を
示
す
。
尊
純
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　

の

は
更
に
字
母
の
反
切
を
示
す
。
尊
誼
の
も
の
に
は
別
体
の
い
ろ
は

歌
を
後
に
併
せ
る
。
⑤
は
ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
以
呂
波
歌
。
⑥
は
原
本

系
（
青
洲
文
庫
本
の
も
の
な
ど
と
同
じ
体
の
も
の
）
の
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

『和
漢
三
才
図
絵
』
所
載
の
系
統
の
も
の
と
は
異
な
る
。
⑦
は
片
仮

名
書
イ
ロ
ハ
歌
で
、
一
字
毎
に
字
母
を
示
す
。
こ
の
後
に
本
文
で
は

⑫
が
あ
る
。
「
色
葉
錐
艶
…
」
の
よ
う
に
漢
字
で
以
呂
波
歌
を
解
し

た
も
の
。
そ
の
後
に
⑧
が
あ
り
、
蒙
字
の
以
呂
波
歌
。
⑨
⑩
は
「
古

事
記
」
「
日
本
書
紀
』
及
び
「
万
葉
集
」
所
用
の
万
葉
仮
名
を
以
呂

波
順
に

示

し
た
も
の
。
こ
の
後
に
寛
文
二
年
、
松
風
堂
兼
子
友
月
齋

の

識
語
が
あ
る
。
こ
の
年
記
が
信
用
に
足
る
も
の
と
す
れ
ば
、
本
居

宣
長
・
石
塚
龍
麿
以
前
の
万
葉
仮
名
研
究
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の

で

あ
る
。
以
呂
波
毎
に
万
葉
仮
名
を
並
べ
て
い
る
う
ち
、
対
応
す
る

濁
音
の
存
す

る
箇
所
は
「
清
音
」
「
濁
音
」
「
清
濁
通
用
」
の
三
分
別

を
行
っ
て
い
る
。
『
古
事
記
伝
』
や
『
古
言
清
濁
考
」
と
比
較
す
れ

ば
、
落
し
て
い
る
仮
名
や
清
濁
の
認
定
に
不
十
分
な
点
も
あ
る
が
、

鈴
屋
派
以
前
の
万
葉
仮
名
の
清
濁
研
究
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

ま
た
識
語
に
は
書
紀
歌
謡
に
於
け
る
同
字
法
の
こ
と
な
ど
も
触
れ
ら

れ
て

い

る
。
こ
の
よ
う
な
万
葉
仮
名
研
究
書
と
し
て
の
本
書
に
つ
い

て

は
本
稿
で
は
詳
し
く
触
れ
る
余
裕
を
持
た
な
い
の
で
、
稿
を
改
め

て

検
討
を
加
え
た
い
。
⑪
は
「
色
葉
大
祖
」
高
野
弘
法
大
師
か
ら
尊

圓
法
親
王
・
尊
謹
法
親
王
・
尊
祐
法
親
王
・
松
風
堂
某
兼
子
友
月
齋
日
涼
・

長
壽
遠
藤
伊
衛
門
・
全
昌
藤
運
之
衛
門
初
稻
旨
将
・
庸
員
小
野
龍
蔵
初
称
信
員
・
徳

健
新
見
源
左
衛
門
に
至
る
「
色
葉
図
形
」
伝
授
の
系
図
で
あ
る
。
こ
の
う

ち

全
昌
の
後
に
前
掲
の
識
語
が
見
え
る
。

四
　
作
者
説
の
展
開
付
、
片
仮
名
作
者
説
に
つ
い
て

　
い

ろ
は
歌
の
作
者
に
擬
せ
ら
れ
て
き
た
人
物
は
、
何
と
い
っ
て
も
空
海

が
筆
頭
で
あ
り
、
い
ろ
は
歌
と
平
仮
名
と
の
結
び
つ
き
が
固
定
的
な
も
の

と
な
る
に
従
っ
て
、
空
海
が
平
仮
名
作
者
に
も
擬
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ

と
は
、
先
に
第
二
章
で
粗
々
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、
近
世
の
い
ろ
は
歌
研

究
書
で
、
い
ろ
は
歌
作
者
説
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
、
に
つ
い
て
纏

め
る
と
と
も
に
、
空
海
個
人
以
外
を
作
者
に
擬
す
る
説
が
要
請
さ
れ
て
き

た

理
由
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

　
ま
ず
、
本
稿
が
資
料
と
し
て
い
る
い
ろ
は
歌
研
究
書
が
ど
の
よ
う
な
作

者
説
を
採
っ
て
い
る
か
、
纏
め
て
お
く
。

a
・
空
海
単
独
作
者
説

a
－
1
・
平
仮
名
も
空
海
作
と
す
る
も
の
（
積
極
的
に
平
仮
名
1
1
空
海
作

　
　
　
を
否
定
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

（
6
）
悉
曇
を
参
考
に
空
海
が
製
し
た
と
説
く
。
神
代
文
字
説
を
否
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

（
1
4
）
最
澄
説
・
聖
徳
太
子
説
・
権
操
説
・
最
澄
空
海
合
作
説
・
護
命
空
海

　
　
合
作
説
を
挙
げ
て
、
否
定
す
る
。

（
1
5
）
四
十
七
字
を
い
ろ
は
歌
の
配
列
に
並
べ
替
え
て
覚
え
や
す
く
し
た
の
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は
空
海
で
あ
る
が
、
四
十
七
字
自
体
の
考
案
は
天
照
太
神
で
あ
っ
て
、

　
　
そ
の
こ
と
こ
そ
重
要
だ
と
説
く
。
平
仮
名
に
つ
い
て
は
空
海
作
説
を

　
　
採
る
。

（
1
6
）
作
者
説
に
重
き
を
置
い
た
書
で
は
な
い
が
、
見
返
し
に
「
弘
法
大
師

　
　
御
流
儀
／
菅
丞
相
之
御
染
筆
」
と
す
る
。

（
1
8
）
護
命
空
海
合
作
説
を
否
定
す
る
。
「
高
野
日
記
」
を
根
拠
と
す
る
。

（
1
9
）
空
海
が
ヒ
フ
ミ
を
作
り
替
え
て
い
ろ
は
歌
に
し
た
も
の
と
す
る
。
仮

　
　
名
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。

（
2
0
）
吉
備
真
備
の
片
仮
名
を
手
本
に
空
海
が
製
し
た
と
す
る
。
『
高
野
日

　
　
記
』
が
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（2
1
）
『
聲
母
傳
』
『
簾
中
抄
』
『
稗
日
本
紀
』
『
神
代
巻
纂
疏
』
『
河
海
抄
』

　
　
『
以
呂
波
字
原
』
と
い
っ
た
書
を
根
拠
に
挙
げ
る
。

（
2
2
）
「
い
ろ
は
は
高
野
大
師
の
漢
土
の
字
日
本
の
音
う
つ
り
や
す
き
を
と

　
　
り
て
伯
英
懐
素
張
旭
が
暑
草
に
な
そ
ら
へ
て
作
り
し
也
」
と
す
る
。

（
2
3
）
一
説
に
比
叡
山
「
安
然
」
説
の
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
否
定
す
る
。

　
　
神
代
文
字
説
も
否
定
し
て
い
る
。

（
2
5
）
〔
第
一
書
〕
吾
国
蒼
生
よ
り
七
十
二
点
と
い
う
文
字
が
あ
っ
て
、
後

　
　
に
空
海
が
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
四
十
七
字
を
綴
り
、
初
学
の
児
童

　
　
の
学
び
や
す
く
し
た
も
の
だ
と
す
る
。
実
際
に
七
十
二
点
な
る
も
の

　
　
の
具
体
的
な
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ろ
は
歌
書
写
の
平
仮
名
の

　
　
部
品

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
神
代
文
字
説
の
一
種
の
変
形

　
　
か
。

　
　
〔
第
三
書
〕
い
ろ
は
歌
を
空
海
作
と
し
、
平
仮
名
に
つ
い
て
も
「
此

　
　
假
名
を
手
習
の
始
と
し
」
と
す
る
。

（
2
6
）
〔
以
呂
波
起
元
〕
「
我
国
に
て
弘
法
大
師
く
づ
し
よ
き
字
を
え
ら
ひ

　
　
諸
語
に
通
す
る
音
を
と
り
て
こ
の
い
ろ
は
と
し
た
ま
へ
り
」
と
す
る
。

　
　

〔
い

ろ
は
字
正
誤
辮
解
〕
悉
曇
に
倣
っ
て
空
海
が
製
し
た
と
す
る
。

（2
7
）
護
命
空
海
合
作
説
・
「
京
」
字
慈
覚
大
師
説
を
否
定
す
る
。

（
2
8
）
平
仮
名
作
者
に
つ
い
て
は
明
言
は
し
て
い
な
い
が
、
「
空
海
自
筆
い

　
　
ろ
は
歌
」
を
載
せ
て
い
る
。

　
他
に
近
世
以
前
の
文
字
研
究
書
で
は
、
「
倭
片
仮
字
反
切
義
解
」
・
「
和

字
大
観
抄
」
・
『
仮
字
本
末
」
な
ど
多
く
の
も
の
が
空
海
説
を
と
る
。

a
－
2
・
平
仮
名
は
空
海
作
と
し
な
い
も
の

（
5
）
「
イ
ロ
ハ
ノ
和
字
ハ
。
ヲ
ソ
ラ
ク
ハ
。
空
海
ノ
御
作
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
。

　
　
誰

ノ
師
力
製
作
ス
ベ
キ
ヤ
」
と
す
る
。
ま
た
聖
徳
太
子
説
・
最
澄
説

　
　
を
否
定
す
る
。

（
8
）
（
5
）
の
説
を
支
持
す
る
。

（
1
0
）
「
和
字
ハ
神
代
ヨ
リ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
中
絶
シ
テ
流
行
セ
ズ
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
神
宮
ノ
命
ヲ
蒙
テ
、
伊
呂
波
ヲ
綴
リ
玉
フ
時
、
和
字
ヲ
中
興
シ
玉
フ

　
　
故
二
、
大
師
ノ
作
ト
云
フ
ナ
リ
、
」
と
述
べ
る
。

（
1
7
）
「
文
字
ハ
神
代
ノ
字
ニ
シ
テ
句
作
ハ
弘
法
ノ
述
作
ナ
リ
」
と
す
る
。

　
　
他

に
聖
徳
太
子
説
・
蘇
我
馬
子
説
・
空
海
最
澄
説
・
藤
原
冬
嗣
説
な

　
　
ど
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
文
字
研
究
書
で
は
、
齋
藤
彦
麿
『
仮
名
字
⑳
』
（
嘉
永
元
年
）
が
、
い

ろ
は
歌
は
空
海
作
だ
が
、
平
仮
名
は
古
よ
り
の
字
で
、
作
者
は
別
だ
と
す

る
。b

・
空
海
・
勤
操
合
作
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ン

（
7
）
「
此
い
ろ
は
は
世
上
多
く
は
弘
法
大
師
の
一
作
と
い
へ
と
も
実
は
勤

　
　
ザ
ウ

　
　
操
と
空
海
と
力
を
合
て
作
れ
る
と
な
り
」
と
す
る
。

c
・
空
海
・
護
命
合
作
説
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（1
）
「
京
」
（
「
界
畔
の
字
」
）
の
み
護
命
が
添
え
た
と
す
る
。

　
他
に
朝
可
「
以
呂
波
略
注
」
（
（
2
7
）
に
よ
る
）
、
簾
中
抄
（
（
1
3
）
（
2
3
）

等
に
よ
る
）
に
も
こ
の
説
を
採
る
と
す
る
。

d
・
空
海
・
最
澄
合
作
説

（
1
2
）
「
京
」
の
み
最
澄
と
す
る
。

（
2
5
）
〔
い
ろ
は
博
〕
前
半
を
空
海
、
後
半
を
最
澄
と
す
る
。

e
・
空
海
・
護
命
・
最
澄
合
作
説

（
2
）
初
句
を
護
命
、
後
を
空
海
、
「
京
」
字
を
最
澄
と
す
る
。

（
3
）
（
2
）
と
同
じ
説
を
採
る
。

（
4
）
〔
以
呂
波
玄
談
〕
（
2
）
と
同
じ
説
を
採
る
。

　
　

〔以
呂
波
見
聞
書
〕
初
空
海
、
中
勤
操
、
後
最
澄
と
す
る
。
「
京
」

　
　
字
に
つ
い
て
は
明
言
し
な
い
。

（
1
6
）
い
ろ
は
歌
本
体
は
空
海
作
、
「
京
」
字
を
護
命
・
最
澄
・
空
海
が
付

　
　
け
た
と
す
る
。

f
・
空
海
・
勤
操
・
護
命
合
作
説

（
9
）
諸
説
を
類
聚
す
る
が
、
結
論
と
し
て
は
、
い
ろ
は
歌
は
空
海
・
勤

　
　
操
・
護
命
等
合
作
説
、
平
仮
名
は
空
海
作
説
を
採
る
。

g
・
空
海
・
厳
謙
・
最
澄
合
作
説

（
1
1
）
「
作
者
傳
受
」
に
、
初
二
句
空
海
・
次
一
句
厳
謙
・
後
一
句
最
澄
と

　
　
す

る
。
「
京
」
は
南
都
・
高
野
で
こ
れ
を
書
か
ず
、
山
門
に
の
み
書

　
　
く
と
す
る
。
平
仮
名
作
者
に
つ
い
て
は
空
海
説
を
誤
り
と
排
し
、
常

　
　
磐
太
連
の
作
と
す
る
。

　
文
字
研
究
書
の
中
で
は
い
ろ
は
歌
‖
平
仮
名
作
者
と
し
て
空
海
説
が
一

般
的
だ

が
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
空
海
作
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し

も
い
ろ
は
歌
研
究
書
の
中
で
は
無
条
件
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
諸
説
の
中
で
聖
徳
太
子
説
・
蘇
我
馬
子

説
・
藤
原
冬
嗣
説
な
ど
は
、
現
在
の
所
、
否
定
の
対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
も
の
を
見
出
し
う
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
聖
徳
太
子
説
が
複

数
に
見
え
、
多
少
な
り
と
も
力
の
あ
っ
た
説
ら
し
き
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

或
い
は
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
説
を
明
記
し
た
書
に
遭
遇
し
う
る
か

も
知
れ
な
い
。

　
空
海
説
は
多
く
「
日
本
書
紀
纂
疏
」
を
根
拠
に
引
く
（
（
5
）
（
1
2
）
な

ど
）
。
他
に
「
三
束
秘
密
謹
要
」
（
（
1
3
）
）
や
「
高
野
日
記
」
（
（
1
8
）

（
2
0
）
）
、
（
2
7
）
に
引
か
れ
た
諸
書
な
ど
、
多
く
の
書
が
根
拠
と
し
て
示

さ
れ
る
。

　
そ
れ
に
対
す
る
異
説
の
中
で
有
力
な
の
は
、
空
海
と
そ
れ
以
外
の
人
物

と
の
合
作
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
ろ
は
歌
本
体
が
合
作
で
あ

る
と
い
う
説
と
、
後
で
別
人
が
「
京
」
字
を
加
え
た
と
す
る
説
、
及
び
そ

の
合
体
型
に

大
別

さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
合
作
者
の
候
補
と
し
て
勤
操
・
護

命
・
最
澄
等
が
想
定
さ
れ
て
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
多
く
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
出
現
し
て
い
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
勤
操
は
空
海
の
師
、
護
命
は
空
海
の
資
で
「
東
寺
長

者
始
」
（
（
1
）
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
（
1
）
が
空
海
・
護

命
合
作
説
を
採
る
が
、
こ
の
書
は
奥
書
か
ら
東
寺
周
辺
に
あ
っ
た
本
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
最
澄
を
合
作
者
の
一
人
に
採
る
書
に
は
、

（
4
）
「
以
呂
波
見
聞
書
」
の
よ
う
に
明
ら
か
に
比
叡
山
の
僧
侶
に
よ
っ

て

書
か
れ
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
最
澄
合
作
説
は
多
く
、
護
命
合
作
説

と
合
体
し
、
「
京
」
の
字
を
巡
っ
て
、
（
2
）
の
よ
う
に
「
東
寺
の
説
」
と

「山
門
の
説
」
（
東
寺
は
四
十
七
字
、
山
門
は
四
十
八
字
と
す
る
）
と
を
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併
記
す

る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
は
、
合
作
説
は
始
め

東
寺
周
辺
に
お
い
て
護
命
と
の
合
作
説
と
し
て
生
じ
、
更
に
そ
れ
を
手
本

と
し
て
、
後
に
比
叡
山
周
辺
で
最
澄
合
作
説
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と

い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
説
が
要
請
さ
れ
た
理
由
に
は
、
高
野
山
に

対
す

る
東
寺
の
地
位
、
ま
た
真
言
宗
に
対
す
る
天
台
宗
の
地
位
を
相
対
的

に

高
め
よ
う
と
す
る
心
理
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
い
ろ
は
歌
に
「
京
」
字
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

付
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
情
に
就
い
て
は
未
だ
詳
ら
か
で
な
い
が
、

比
叡
山
に
於
い
て
、
こ
の
字
を
も
っ
て
、
人
口
に
贈
灸
し
た
い
ろ
は
歌
の

成
立

に
、
最
澄
を
関
与
さ
せ
た
い
と
い
う
欲
求
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
疑

い

な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
仏
家
の
事
情
は
、
一
般
に
は
受
け
入
れ
ら

れ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
近
世
い
ろ
は
歌
研
究
書
で
空
海
説
を

採

る
も
の
は
通
例
先
行
文
献
を
そ
の
根
拠
に
挙
げ
る
が
（
勿
論
遡
っ
て
そ

の

先
行
文
献
に
は
何
の
根
拠
も
な
い
の
で
あ
る
が
）
、
合
作
説
で
は
そ
う

し
た
根
拠
が
示
さ
れ
た
例
が
な
い
。
そ
の
説
得
力
の
乏
し
さ
の
故
で
あ
ろ

う
か
、
国
学
者
は
勿
論
、
漢
学
者
や
書
家
の
い
ろ
は
歌
研
究
に
は
殆
ど
影

響
を
与
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
（
7
）
に
の
み
見
え
る
（
他
に
（
1
4
）
で
否
定
的
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
）
勤
操
合
作
説
に
つ
い
て
は
そ
の
要
請
さ
れ
て
き
た
理
由
が

今
の

と
こ
ろ
明
確
に
述
べ
ら
れ
な
い
。
華
厳
若
し
く
は
三
論
宗
の
方
面
か

ら
現
れ
た
説
と
す
れ
ば
辻
棲
が
合
う
し
、
（
H
）
の
よ
う
に
南
都
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
作
者
説
の
あ
る
こ
と
も
事
実
だ
が
（
但
し
、
こ
の

（
1
1
）
自
体
は
書
道
家
系
の
書
）
、
充
分
な
資
料
が
な
く
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

　
な

お
、
最
澄
合
作
説
へ
の
反
論
と
し
て
、
最
澄
合
作
説
は
訓
点
の
創
始

を
読
み
違
え
た
も
の
と
す
る
意
見
（
（
5
）
）
も
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の

最
澄
訓
点
創
始
説
（
他
に
（
1
0
）
に
見
え
る
）
も
平
仮
名
作
者
に
擬
せ

ら
れ
る
空
海
に
対
し
て
、
訓
点
創
始
者
と
し
て
最
澄
を
比
定
し
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
し
た
も
の
で
、
合
作
説
と
同
工
異
曲
の
も
の
で
あ
る
。

仏
教
が
近
世
期
の
文
字
意
識
に
与
え
た
影
響
の
一
部
と
し
て
、
仮
名
作
者

説

と
一
環
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い

て

も
い
ず
れ
改
め
て
考
察
し
た
い
。

　
さ
て
、
合
作
以
外
の
異
説
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
肯
定
的
に
紹
介

さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
し
得
な
い
。
神
代
文
字
説
と
の

関
係
で
、
平
仮
名
の
作
者
に
つ
い
て
は
空
海
と
し
な
い
説
も
現
れ
る
が
、

神
代
文
字
説
の
多
く
は
同
時
に
文
字
の
配
列
と
し
て
「
ヒ
フ
ミ
」
を
採
用

す

る
の
で
、
「
い
ろ
は
歌
」
自
体
の
空
海
作
者
説
を
否
定
す
る
方
向
に
は

働
か
な
い
の
で
あ
る
。
（
1
5
）
の
よ
う
に
、
四
十
七
字
の
歌
自
体
は
既
に

神
代
に
出
来
て
い
た
こ
と
こ
そ
重
要
で
、
そ
れ
を
並
べ
替
え
た
に
過
ぎ
な

い

「
い

ろ
は
歌
」
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
独
創
は
な
い
、
と
言
う
方
向
で
議
論

の

進
ん
だ

も
の
は
あ
る
が
、
広
く
信
じ
ら
れ
た
空
海
作
者
説
を
、
根
本
か

ら
否
定
す
る
努
力
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

付
・
片
仮
名
作
者
説

　
近
世
い
ろ
は
歌
研
究
書
の
中
に
は
、
片
仮
名
（
多
く
の
書
で
「
大
和
仮

名
」
の
異
名
を
紹
介
す
る
）
の
作
者
に
つ
い
て
付
記
す
る
も
の
が
あ
る
。

参
考
ま
で
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

a
・
吉
備
大
臣
説

（6
）
吉
備
説
を
挙
げ
る
が
、

　
　
併
記
す
る
。

積
極
的
に

肯
定
は
し
て
い
な
い
。
護
命
説
を
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（
1
3
）
中
国
の
王
化
玄
が
製
し
た
五
十
音
を
吉
備
真
備
が
伝
え
、
帰
朝
の
後

　
　
片
仮
名
を
作
っ
た
と
す
る
。

（
1
6
）
「
人
王
四
十
五
代
聖
武
の
御
宇
吉
備
大
臣
真
備
真
文
字
の
片
傍
を
と
．

　
　
り
て
書
は
じ
め
玉
ふ
」
と
す
る
。

（
2
1
）
「
ト
部
兼
倶
」
説
と
し
て
吉
備
真
備
説
を
支
持
す
る
。

（
2
3
）
「
天
平
勝
賓
年
中
大
和
都
に
て
備
公
片
假
名
五
拾
字
を
作
る
、
大
和

　
　
假
名
共
い
へ
り
」
と
す
る
。

（
2
8
）
空
海
説
を
併
記
す
る
。

b
・
吉
備
大
臣
説
に
根
拠
な
し
と
す
る
も
の

（
1
）
天
台
か
ら
起
こ
っ
た
と
す
る
。
吉
備
説
に
は
触
れ
な
い
。

（
7
）
「
吉
備
公
の
製
作
と
い
へ
と
も
是
と
し
か
た
し
。
後
人
の
作
な
る
へ

　
　
し
」
と
す
る
。

（
1
4
）
平
仮
名
の
い
ろ
は
歌
が
出
来
る
前
に
片
仮
名
が
あ
っ
た
は
ず
が
な
い

　
　
と
す
る
。

（
1
5
）
空
海
作
か
或
い
は
空
海
以
後
の
人
の
作
か
と
す
る
。
五
十
音
は
悉
曇

　
　
の
伝
来
以
前
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
吉
備
真
備
作
者
説
に
対
し
て
は
、
空
海
説
ほ
ど
異
説
が
生
じ
て
い
な
い
。

も
と
よ
り
仏
家
の
人
物
で
な
い
吉
備
真
備
に
対
し
て
は
、
合
作
の
説
の
生

じ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
い
ろ
は
歌
の
作
者
説
の
異
説
が
、
仏
教
界
内
部
の

必
要
性
か
ら
生
じ
て
き
た
も
の
と
考
え
得
る
傍
証
と
な
ろ
う
。

五
　
字
源
説
の
展
開

本
書
が
資
料
と
し
た
い
ろ
は
歌
研
究
書
に
つ
い
て
、
順
に
、
そ
の
仮
名

の
字
源
説
を
列
挙
し
て
い
く
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
漢
字
を
字
母
と
す
る

考
え
に
基
づ
く
も
の
に
限
定
し
、
梵
字
や
神
代
文
字
と
の
関
係
を
説
く
も

の
に

つ

い

て
は
除
外
す
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
は
歌
説
と
神
代

文
字
説
と
の
関
係
と
の
問
題
し
て
、
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
以
呂
波
仁
保
口
土
（
止
）
知
利
奴
留
遠
和
加
與
太
禮
曽
〔
「
つ
」
は

　
　
伝
授
〕
禰
奈
良
武
宇
（
干
）
為
乃
於
久
也
末
計
不
己
（
今
）
得
天
安

　
　
左
幾
由
女
美
之
恵
比
毛
世
寸

　
　
　
一
部
の
仮
名
に
異
説
を
併
記
す
る
。

（
6
）
以
呂
波
仁
保
皿
土
知
利
奴
留
遠
和
加
与
太
列
曽
［
祢
奈
良
武
宇
為
乃

　
　
於
久
也
末
計
不
己
衣
天
安
左
幾
由
妙
美
之
恵
比
毛
世
寸

（
7
）
以
呂
波
仁
保
人
土
知
利
奴
留
遠
和
加
与
太
礼
曽
圖
祢
奈
良
武
干
為
乃

　
　
於
久
也
末
計
不
己
依
天
安
左
幾
油
面
美
之
恵
比
毛
世
寸

　
　
　
訓
仮
名
は
な
い
と
す
る
。

（
9
）
諸
説
を
類
聚
す
る
。
結
論
と
し
て
は
、

　
　
以
呂
波
仁
保
皿
止
知
利
奴
留
遠
和
加
与
太
礼
曽
門
祢
奈
良
武
宇
為
乃

　
　
於
久
也
末
計
不
己
江
天
安
左
幾
由
女
美
之
恵
比
毛
世
寸

　
　
と
す
る
。

（
1
1
）
へ
・
つ
・
く
・
江
・
め
・
と
、
と
い
っ
た
仮
名
の
字
源
説
に
疑
問
を

　
　
呈
し
、
い
ろ
は
仮
名
の
字
母
に
は
訓
仮
名
は
な
い
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

（
1
3
）
へ
ー
皿
（
×
辺
）
・
つ
ー
川
（
×
闘
・
津
）
・
江
」
衣
（
×
江
は
訓
仮

　
　
名
な
の
で
）
・
め
ー
妙
（
×
女
訓
仮
名
な
の
で
）
・
し
ー
之
（
×

　
　
志
）
・
も
ー
母
（
×
毛
）
・
こ
ー
己
（
×
今
）

　
（
1
5
）
い
ー
以
（
×
伊
‖
天
理
紗
・
和
爾
雅
説
）
・
へ
ー
反
（
字
考
録

　
　
説
を
採
る
）
・
と
ー
土
・
り
ー
利
の
全
字
（
×
ヅ
ク
リ
）
・
そ
ー
曽
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
つ
ー
［
・
お
ー
於
・
こ
ー
己
・
江
ー
江
（
×
衣
1
1
雲
石
堂
説
）
・
え
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1
兄
（
1
1
好
古
・
篤
信
説
）
・
め
ー
女
（
×
妙
‖
寂
本
説
）

（
1
6
）
以
呂
波
仁
保
人
土
知
利
奴
留
遠
和
加
与
太
禮
曽
門
禰
奈
良
武
干
爲
乃

　
　
於
久
也
末
計
不
己
衣
天
安
左
貴
由
妙
美
之
恵
比
毛
世
寸
志
元

　
　
　
「
志
ん
」
二
文
字
を
後
に
付
す
。

（
1
8
）
以
呂
波
仁
保
へ
（
肥
人
書
）
止
知
利
奴
留
遠
和
加
与
太
礼
曽
川
（
肥

　
　
人
書
）
祢
奈
良
武
子
爲
乃
（
肥
人
書
）
於
久
也
末
計
不
己
江
天
安
左

　
　
幾
由
女
美
之
恵
比
毛
世
寸

　
　
　
本
書
の
字
源
説
は
『
同
文
通
考
』
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
0
）
以
呂
波
仁
保
［
土
（
×
止
）
知
利
奴
留
遠
和
加
與
太
禮
曽
門
禰
奈
良

　
　
武
宇
爲
乃
於
久
也
末
計
不
己
衣
（
×
江
・
一
説
「
牙
」
）
天
安
左
幾

　
　
由
妙
美
之
恵
比
毛
世
寸

（
2
1
）
以
呂
波
仁
保
皿
止
知
利
奴
留
遠
和
加
与
太
禮
曽
闘
祢
奈
良
武
宇
爲
乃

　
　
於
久
也
宋
計
不
己
衣
天
安
左
幾
由
女
美
之
恵
比
毛
世
寸

（
2
2
）
以
呂
波
仁
保
皿
土
知
利
奴
留
遠
和
加
與
太
禮
曽
門
禰
奈
良
武
宇
爲
乃

　
　
於
久
也
末
計
不
己

衣
天
安
左
幾
由
妙
美
之
恵
比
毛
世
寸

（
2
3
）
以
呂
波
仁
保
人
止
知
利
奴
留
遠
和
加
與
太
礼
曽
川
禰
奈
良
武
宇
爲
乃

　
　
於
久
也
末
計
不
己
江
天
安
左
幾
由
女
美
之
慧
比
毛
世
寸

　
　
　
訓
仮
名
の
存
在
を
認
め
る
。

（
2
5
）
〔
い
ろ
は
傳
〕
へ
ー
兵
・
つ
1
豆
、
と
い
う
説
を
紹
介
し
な
が
ら
、

　
　

「古
の

事
槌
に
難
知
事
を
押
て
理
を
付
候
儀
宜
か
ら
す
候
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
退
け
る
。
「
江
」
は
衣
だ
と
す
る
。

　
　
本
書
で
他
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
世
尊
寺
家
の
方
面
で
は
「
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
所
・
お
」
の
三
字
を
書
き
加
え
る
こ
と
が
あ
る
と
言
う
こ
と
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
別
体
の
い

ろ
は
歌
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヲ
ン

（
2
6
）
〔
以
呂
波
起
元
〕
「
わ
か
国
の
本
語
に
は
ゆ
へ
有
て
呉
音
を
用
ひ
て

　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
　
　
　
ヨ
ツ

カ
ン
ノ
ン

漢
音

を
用
ひ
す
、
是
に
依
て
今
の
い
ろ
は
も
皆
是
呉
音
を
用
ひ
た

り
」
と
す
る
。

〔
い

ろ
は
字
正
誤
辮
解
〕
以
呂
波
仁
保
皿
土
知
利
奴
留
遠
和
加
与
太

列
曽
門
祢
奈
良
武
宇
爲
乃
於
久
也
末
計
不
己
衣
天
安
造
達
油
妙
美
之

恵
比
毛
世
寸

　
一
般
に
、
文
字
研
究
書
で
は
、
い
ろ
は
歌
書
写
の
平
仮
名
の
字
母
に
つ

い

て
、
あ
ま
り
異
説
を
見
な
い
。
（
1
8
）
に
引
く
『
同
文
通
考
」
の
説
と

同
様
の
説
が
一
般
的
で
あ
る
。
然
し
、
い
ろ
は
歌
研
究
書
で
は
様
々
の
異

説
が
出
現
し
て
い
る
。
い
ろ
は
歌
研
究
書
が
、
特
に
書
道
の
方
面
に
お
い

て

「
い

ろ
は
伝
授
」
と
し
て
秘
伝
化
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
の
影
響

も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
殊
に
異
説
の
多
い
と
こ
ろ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
　
へ
・
と
・
つ
・
江
・
め

の
五
文
字
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
「
へ
」
「
つ
」
に
つ
い
て
は
字
母
に
特
殊
事
情
が
あ
る
か
ら
、

議
論
の
的
に
な
る
こ
と
は
致
し
方
な
い
。
「
へ
」
に
つ
い
て
は
「
皿
」

「人
」
な
ど
の
説
が
見
え
る
ほ
か
、
（
7
）
（
2
3
）
な
ど
に
、
「
人
」
或
い

は
「
ノ
＼
」
と
い
う
説
が
後
京
極
良
経
や
定
家
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

と
す
る
。
「
つ
」
は
、
い
ろ
は
歌
研
究
書
で
は
多
く
「
門
」
と
す
る
。

　

「
と
」
も
、
そ
れ
が
「
止
」
字
の
一
種
の
字
音
に
基
づ
く
こ
と
は
今
日

の
定
説
で
あ
る
が
、
本
居
宣
長
で
さ
え
こ
れ
を
訓
仮
名
と
す
る
ほ
ど
素
性

の

分
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
異
説
の
多
い
こ
と
は
当
然
の
結

果

と
も
い
え
る
。
い
ろ
は
歌
研
究
書
で
は
「
土
」
説
が
「
止
」
説
よ
り
や

や
優
勢
に
推
移
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ホ

　
残

る
「
江
」
と
「
め
」
に
つ
い
て
は
や
や
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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そ
も
そ
も
い
ろ
は
歌
研
究
書
の
中
で
は
、
い
ろ
は
歌
の
仮
名
字
体
の
字

母
は
音
仮
名
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
屡
々
見
ら
れ
る
。

そ
れ
が
進
ん
で
は
（
2
6
）
の
よ
う
に
呉
音
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

説

も
現
れ
る
。
仮
名
「
江
」
や
「
め
」
に
つ
い
て
、
そ
の
字
形
か
ら
一
目

瞭
然
な

字
母

「江
」
「
女
」
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
「
衣
」
「
妙
」
を

採
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
正
に
「
江
」
「
女
」
が
訓
仮

名
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
訓
仮
名
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
判
断
の
根
拠
は
、
い
ず
れ
の
書
に
も
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

本
居
宣
長
以
降
の
も
の
で
あ
れ
ば
「
古
事
記
伝
」
「
仮
字
の
事
」
に
古
事

記
所
用
の

万
葉
仮
名
に
訓
仮
名
の
原
則
と
し
て
見
え
な
い
こ
と
等
が
示
さ

れ
て

い

る
こ
と
の
影
響
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
に
は
い
ろ

は
歌
研
究
書
に
宣
長
の
名
も
「
古
事
記
伝
」
の
名
も
見
え
た
た
め
し
が
な

く
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
、
平
仮
名
の
字
母
は
音
仮
名
で
な
く
て
は
な
ら

な

い

と
い
う
固
定
化
し
た
発
想
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
2
8
）
，
に
万
葉
仮
名
研
究
書
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
よ
う
に
、
寧
ろ
疑
う

べ
き
は
宣
長
が
い
ろ
は
歌
研
究
書
か
ら
受
け
た
影
響
の
有
無
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
い
ろ
は
歌
研
究
書
の
多
く
が
訓
仮
名
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
多
分
に
想
像
を
交
え
て
述
べ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
も
そ
も
平
仮
名
に
し
て
も
片
仮
名
に
し
て
も
、
空
海
や
吉
備
真

備
と
い
っ
た
特
定
の
人
物
を
作
者
に
擬
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

平
均
的
な

中
国
人
以
上
に
漢
字
文
化
を
使
い
こ
な
し
た
と
い
う
特
異
な
才

能
を
そ
の
成
立
に
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
仮
名
の
優
性

を
保
証
し
よ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
、
正
当
な
漢
字
用

法

1
1
音
仮
名
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
込
み
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
呉
音
専
用
説
は
、
そ
れ
を
進

め
て
、
よ
り
純
粋
・
正
確
な
漢
字
理
解
に
基
づ
く
の
が
平
仮
名
で
あ
る
と

い

う
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
得
る
で
あ

ろ
う
。注

12345

拙
稿

「
「平
仮
名

ら
し
さ
」
の
基
準
に
つ
い
て
ー
オ
の
仮
名
を

例
と
し
て
ー
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
7
6
巻
5
号
・
一
九
九
九
・

五
）
を
参
照
頂
き
た
い
。

「書
史
会
要
」
所
掲
の
い
ろ
は
歌
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
い
ろ

は
歌
書
写
の
平
仮
名
字
体
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
7
2
巻
1
2
号
・

一
九
九
五
・
一
二
）
を
参
照
頂
き
た
い
。

高
橋
愛
次
氏
「
伊
呂
波
歌
考
」
（
三
省
堂
・
一
九
七
四
）
六
三

ペ
ー
ジ
以
下
に
「
京
」
字
に
関
す
る
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

「
日
本
教
科
書
大
系
」
第
七
巻
所
収
伝
世
尊
寺
経
朝
筆
い
ろ
は

　
　
　
ホ

歌
に
「
所
」
が
見
え
る
。

注

1
と
同
じ
、
別
体
の
い
ろ
は
歌
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
専
任
講
師
）
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